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幸田町議会HP

◦一般質問
　４人の新人議員が登壇
　　　　　（８人の議員が町政をただす）

◦委員会レポート
　　福祉産業建設委員協議会 　
　　土地区画整理事業の施工状況 他
　　総務教育委員協議会
　　パートナーシップ制度の導入決定 他

◦あい・らぶ・マイタウン

⇦町民プールに
　到着した児童

発
行7.26

深溝、豊坂小学校校舎増築
豪雨被害復旧予算2億6,350万円可決

インストラクターから⇨
指導をうける児童

深溝小学校水泳授業
町民プールで行われる

案



会
期　
6
月
5
日
～
6
月
28
日

議
案

◦
幸
田
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
な　

　
ど
単
行
議
案
２
件

◦
工
事
の
請
負
契
約
な
ど
７
件

◦
幸
田
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

　
算
書
な
ど
報
告
3
件

◦
人
権
擁
護
委
員
な
ど
人
事
案
件
2
件

◦
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

最
終
日
の
追
加
議
案

◦
議
員
提
出
議
案
（
第
３
号
）

　
「
Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
の
設
置
」

◦
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
以
上
、
全
て
答
申
・
同
意
・
可
決
し
た
。

陳
情

　
９
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
不
採
択
と
し

た
。

一
般
質
問

　
８
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
る
課

題
を
た
だ
し
た
。

 

深
溝
小
校
舎
増
築
改
修
等
工
事

　
今
後
の
児
童
数
増
と
、
小
学
校
35
人
学

級
へ
の
対
応
に
よ
り
、
教
室
が
不
足
す
る

た
め
校
舎
を
増
築
す
る
。

・
契
約
の
相
手
方

　
竹
内
建
設
株
式
会
社

・
工
事
内
容

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
校
舎
、

　
鉄
骨
造
３
階
建
渡
り
廊
下
等

・
契
約
金
額　
　
　
5
億
１
７
０
０
万
円　

・
日
程

　
令
和
6
年
8
月
工
事
完
了
予
定

 

豊
坂
小
校
舎
増
築
改
修
等
工
事

　
小
学
校
35
人
学
級
へ
の
対
応
に
よ
り
校

舎
を
増
築
す
る
。

・
契
約
の
相
手
方

　
佐
々
木
建
設
株
式
会
社

・
工
事
内
容

　
鉄
骨
造
平
屋
建
校
舎
、
鉄
骨
造
渡
り
屋

根
等

・
契
約
金
額　
　
　
１
億
２
７
４
９
万
円　

・
日
程

　
令
和
6
年
３
月
工
事
完
了
予
定

深
溝
小
・
豊
坂
小

　
　
校
舎
増
築
工
事
決
ま
る

 

図
書
館
外
壁
及
び
防
水
工
事

　
建
築
後
20
年
が
経
過
し
、
外
壁
塗
装
の

劣
化
、
外
壁
タ
イ
ル
剥
離
防
止
の
た
め
改

修
す
る
。

・
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
マ
ル
コ
オ
・
ポ
ー
ロ
化
工

・
契
約
金
額　
６
３
３
５
万
５
６
０
０
円

・
日
程

　
令
和
5
年
12
月
末
工
事
完
了
予
定

 

町
民
プ
ー
ル
外
壁
及
び

 

防
水
工
事

　
外
壁
塗
装
の
劣
化
、
外
壁
タ
イ
ル
剥
離

防
止
の
た
め
改
修
す
る
。

・
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
マ
ル
コ
オ
・
ポ
ー
ロ
化
工

・
契
約
金
額　
　
　
　
　
５
８
３
０
万
円　

・
日
程

　
令
和
５
年
12
月
末
工
事
完
了
予
定

 

幸
田
町
火
災
予
防
条
例
の

 

一
部
改
正

・
急
速
充
電
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管

理
に
関
し
て
、
基
準
の
見
直
し
。

・
喫
煙
等
に
関
す
る
標
識
の
取
り
扱
い
の

見
直
し
。

6月
議会の
あらまし

校舎増築工事が決まった深溝小学校

増築校舎
の正面図

増築校舎
の断面図

普通教室 普通教室

普通教室 普通教室

図書室
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賛否の分かれた議案
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 議長

議決結果
（賛成：反対）議 

員 

名

藤
本　
和
美

吉
本　
智
明

野
坂　
純
子

松
本　
忠
明

長
谷
川　
進

岩
本　
知
帆

田
境　
　
毅

石
原　
　
昇

都
築　
幸
夫

黒
木　
　
一

廣
野　
房
男

稲
吉　
照
夫

笹
野　
康
男

丸
山
千
代
子

鈴
木　
久
夫

藤
江　
　
徹議　　案

第36号議案 幸田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一
部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ー 可　決

（14：1）

陳情第２号
ミャンマーの民主活動家に対する死刑執行の
即時中止に向けた日本政府の緊急対応を求め
る意見書の提出を求める陳情

× × × × × × × × × × × × × ○ × ー 不採択
（1：14）

陳情第４号

～

陳情第10号
地方財政の拡充を求める意見書の提出を求め
る陳情　はじめ7件 × × × × × × × × × × × × × ○ × ー 不採択

（1：14）

 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

２
７
６
８
万
２
０
０
０
円
追
加

　
　
（
主
な
も
の
）

●
国
庫
支
出
金

２
１
８
６
万
2
０
０
０
円

●
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
）

２
２
２
万
円

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援
事
業
費

３
６
２
万
円

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
期
限
が
、

本
年
５
月
末
か
ら
９
月
末
ま
で
に
延
長
の

た
め
、
申
し
込
み
経
費
を
計
上
す
る
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
の
見
込
み

人
数
は
。

カ
ー
ド
申
請
者
数
（
３
万
２
５
１
０

人
）
と
、
ポ
イ
ン
ト
既
申
込
者
数
と

の
差
か
ら
、
最
大
５
０
０
０
人
を
見
込
む
。

●
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
（
遡
及
適

　
用
者
分
）　
　

  　

  

２
２
０
０
万
円

　
令
和
4
年
度
対
象
者
で
、
昨
年
度
に
給

付
申
請
で
き
な
か
っ
た
人
へ
給
付
す
る
。

10
万
円
１
５
０
件
、
５
万
円
１
４
0
件
。

充
電
設
備
の
町
内
の
設
置
状
況
は
。

町
内
に
は
、
普
通
充
電
器
が
道
の
駅

と
愛
知
自
動
車
の
2
か
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
急
速
充
電
器
の
設
置
は
な
い
。

  

幸
田
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
コ
ン
ビ
ニ
設
置
の
多
機
能
端
末
機
に
よ

る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
電
子
証

明
書
機
能
搭
載
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
登
録
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
利
用
に
よ
る
、
個
人
情
報
の

漏
洩
の
懸
念
は
。　

情
報
漏
洩
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

が
さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
情
報
漏
洩
の
懸
念
は
な
い
。

 

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車

 

購
入

　
取
得
後
12
年
が
経
過
し
、
走
行
距
離
が

14
万
㎞
を
超
え
る
た
め
更
新
す
る
。

・
落
札
業
者

　
愛
知
ト
ヨ
タ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
株
）
六
名
店

・
落
札
金
額　
　
　
　
　
２
２
６
６
万
円

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。

●
消
防
団
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
６
万
２
０
０
０
円

　
消
火
活
動
の
基
本
操
作
や
活
動
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
教
材
に
ま
と
め
る
。
消
防
団
の
円
滑
な

活
動
運
営
へ
の
寄
与
を
目
的
と
す
る
。

 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

２
億
６
３
５
０
万
円
追
加

　
台
風
2
号
に
よ
る
被
災
の
災
害
復
旧
の

た
め
、
追
加
補
正
予
算
を
計
上
す
る
。

●
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
）

2
億
６
３
５
０
万
円

●
相
見
地
区
排
水
検
討
業
務
委
託
料

１
０
０
０
万
円

●
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業1

億
５
０
万
円

●
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

５
７
５
０
万
円

●
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業４

５
０
０
万
円

●
河
川
災
害
復
旧
事
業

５
０
５
０
万
円

 

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

　
中な
か
根ね　
靖や
す
夫お　
氏
（
里
区
）

歳
出

問答

歳
入

問答

問答

歳
出

歳
入
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町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う
一般
質問
一般
質問

過去の議事録

議会映像

一 般 質 問 事 項一 般 質 問 事 項 　
12
年
振
り
の
選
挙
を
経
て
、

新
し
い
議
会
の
傍
聴
の
機
会

に
接
し
、
町
内
に
於
け
る
数

々
の
問
題
課
題
に
、
議
員
の

元
気
な
町
幸
田
町

の
未
来
の
た
め
に

磯
い そ

部
べ

 一
い ち

郎
ろ う

さん

皆
様
の
対
策
へ
の
取
り
組
み
、

解
決
へ
の
努
力
、
更
に
変
わ

り
ゆ
く
世
に
見
合
う
き
め
細

か
な
事
柄
へ
の
対
応
を
も
拝

聴
で
き
ま
し
た
。
次
の
世
代
、

次
の
次
の
世
代
に
到
る
ま
で

に
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
と

元
気
な
町
、
住
み
よ
い
町

「
幸
田
町
」
で
あ
り
つ
づ
け

る
よ
う
願
う
し
だ
い
で
す
。

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

質問者 件　　名 頁

岩本　知帆
１　避難所開設は誰が行うのか
２　ファミリーサポート利用補助を
３　市民団体の認定登録制度作成を

5

吉本　智明
１　児童生徒の支援について考えを
２　獣害対策の実施及び支援を
３　職員の充足は今後どうするか

6

松本　忠明 １　今後必要なリスク管理は
２　信号や歩道の安全要望の対応は 7

野坂　純子
１　インクルーシブ遊具の導入を
２　ＧＰＳ端末を選べる制度は
３　不登校期間の学習成績の評価は

8

丸山千代子
１　子どもの権利条例の具体化を
２　防火水槽の耐震化整備を
３　河川愛護の草刈り負担の解消を

9

田境　　毅 １　通学路安全対策の受け止めは
２　機器導入による防犯対策促進を 10

稲吉　照夫 １　町民大運動会の再開予定は
２　町議選にも選挙公報の作成を 11

藤本　和美 １　有機農業を増やす予定や計画は
２　予約システムの利便性は 12

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

議会だよりでは、質問と答弁（各30分以内）を要約してお伝えします。
詳しい内容は、会議録を幸田町立図書館で閲覧いただけるほか、
幸田町議会ホームページでも公開しています。
また、議会の映像はYouTubeで配信しています。

　議会傍聴記・質問議員の顔写真は別撮りしています。

新人４議員も提案新人４議員も提案
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一
般

質
問

避難所開設は誰が行うのか

公民館などは地元の住民が開設

者
手
帳
所
有
者
④
精
神
障

が
い
者
、
難
病
患
者
で
、

支
援
希
望
者
を
福
祉
課
に

お
い
て
登
録
す
る
。

個
別
避
難
計
画
の
取

り
入
れ
状
況
は
。

令
和
４
年
度
、
市
場

区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
実
施
。
地
域
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
て
個
別
計
画

が
動
く
事
を
痛
感
。

救
護
者
に
な
る
資
格

や
技
術
を
持
っ
た
住

民
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

現
在
は
し
て
い
な
い
。

今
後
、
手
法
を
研
究

し
て
い
く
。

誰
で
も
対
応
で
き
る

避
難
所
開
設
ス
タ
ー

ト
セ
ッ
ト
の
設
置
は
。

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
設
置
を
検
討
中
。

　
防
災
研
修
会
や
地
区
の

防
災
訓
練
等
で
説
明
し
、

周
知
す
る
。

　

テ
ラ
ス
セ
ン
タ
ー
24

の
活
動
を
、
幅
広
い

世
代
に
情
報
提
供
す
る
た

め
の
活
動
は
。

学
校
で
の
防
災
教
室
、

福
祉
施
設
で
の
高
齢

者
講
話
、
今
年
度
導
入
す

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
啓
発
し
て
行
く
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
利
用
料
金
の
補

助
を
し
て
い
る
愛
知
県
内

の
自
治
体
は
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

47
の
市
町
が
あ
り
、

そ
の
中
で
11
の
市
町
が
利

用
補
助
が
あ
る
。

子
育
て
支
援
と
し
て

生
活
保
護
・
町
民
税

非
課
税
・
ひ
と
り
親
・
多

胎
の
各
世
帯
等
か
ら
利
用

費
補
助
の
検
討
を
。

他
市
町
の
状
況
を
参

考
に
、
導
入
に
向
け

て
前
向
き
に
進
め
る
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等

町
民
が
活
動
す
る
団

体
を
把
握
し
て
い
る
か
。

企
画
部
長
▼
各
課
で

関
係
団
体
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
把
握
し
て
い
る
。

公
的
な
情
報
提
供
に

向
け
て
市
民
活
動
団

体
認
定
基
準
を
設
け
て
、

登
録
制
度
の
作
成
を
。

他
市
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
認
定
基
準

や
登
録
制
度
、
支
援
の
方

法
な
ど
研
究
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発

生
時
に
お
け
る
、
幸

田
町
の
被
害
想
定
は
。　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
長
▼
住
宅
の

全
半
壊
約
１
４
０
０

棟
、
死
傷
者
約
２
３
０
人
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
通
信
網

に
も
相
当
な
被
害
が
で
る
。

幸
田
町
安
全
テ
ラ
ス

セ
ン
タ
ー
24
の
具
体

的
活
動
は
。

各
区
防
災
の
支
援
や

研
修
の
実
施
。
小
中

学
校
で
の
防
災
学
習
。

　
今
年
度
は
、
要
支
援
者

の
避
難
行
動
対
策
に
力
を

い
れ
て
行
く
。

避
難
所
開
設
は
誰
に

や
っ
て
貰
う
の
か
。

公
民
館
な
ど
は
地
元

の
住
民
が
開
設
。

要
支
援
者
の
把
握
状

況
は
。

①
65
歳
以
上
の
み
の

高
齢
者
世
帯
②
要
介

護
３
以
上
の
方
③
第
１
種

身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病

岩
い わ

本
も と

 知
ち

帆
ほ

 議員

問答

ファーストミッションボックス（FMB）とは、誰でも避難
所の開設ができるように、初めに（ファースト）やるべき任
務（ミッション）を記載した手順書と、最低限の資材を入れ
た箱（ボックス）。

問答問答問答

問答

問答問答

問答フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
利
用
補
助
を

導
入
に
向
け
て
前

向
き
に
勧
め
る

問答問

答市
民
団
体
の
認
定

登
録
制
度
作
成
を

他
市
を
参
考
に
研

究
し
て
い
く

問答問答
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般

質
問

関係機関と連携を取り支援する

児童生徒の支援について考えを

校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ｉ
ル
ー
ム
）
設
置

に
よ
る
居
場
所
作
り
と
は
。

南
部
中
学
校
と
北
部

中
学
校
に
ｉ
ル
ー
ム

を
設
置
し
、
心
の
支
援
員

の
常
駐
で
安
心
で
き
る
空

間
を
設
け
た
。

教
育
長
の
児
童
生
徒

の
支
援
の
考
え
は
。

教
育
長
▼
不
登
校
の

新
た
な
一
人
を
生
ま

な
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
た
め
支
援
を
行
う
。

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
深
刻

で
あ
る
。
ど
う
対
処
し
て

い
る
の
か
問
う
。

町
内
の
被
害
状
況
の

現
状
は
。

平
成
27
年
と
比
較
し
、

５
分
の
１
以
下
に
減

少
。

今
後
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
軽
減
の
取
り
組
み

は
。

現
状
の
柵
設
置
、
捕

獲
を
継
続
し
、
被
害

防
止
に
努
め
る
。

　
町
の
安
全
・
安
心
実
働

部
隊
で
あ
る
消
防
本
部
の

組
織
体
制
の
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

消
防
職
員
、
車
両
は

足
り
て
い
る
か
。

消
防
長
▼
職
員
の
充

足
率
は
53
・
７
％
と

県
平
均
よ
り
極
め
て
低
い
。

車
両
は
基
準
を
満
た
し
て

い
る
。職

員
の
充
足
は
今
後

ど
う
す
る
か
。

条
例
定
数
の
引
き
上

げ
を
令
和
５
年
第
４

回
定
例
会
に
提
案
す
る
。

女
性
消
防
職
員
で
あ

る
か
ら
こ
そ
の
メ
リ

ッ
ト
、
効
果
は
。

救
急
搬
送
の
際
に
対

応
が
優
し
く
、
安
心

し
て
病
院
へ
運
ん
で
貰
え

た
と
の
声
を
頂
い
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
配
備
状

況
は
。

消
防
で
保
有
す
る
ド

ロ
ー
ン
は
１
機
。

今
後
ど
の
よ
う
に
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る

の
か
。災

害
現
場
に
お
い
て
、

初
動
段
階
で
の
災
害

現
場
の
把
握
、
被
害
拡
大

防
止
に
役
立
て
る
。

　
こ
の
３
年
間
に
児
童
生

徒
、
先
生
方
の
働
き
方
改

革
の
た
め
様
々
な
人
材
を

投
入
し
て
き
た
効
果
に
つ

い
て
、
以
下
を
問
う
。

退
職
養
護
教
諭
を
雇

い
入
れ
た
効
果
は
。

教
育
部
長
▼
計
画
的

に
分
業
で
き
手
厚
く

ケ
ア
で
き
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
家
庭

教
育
支
援
員
の
実
績
は
。

問
題
の
50
％
改
善
。

学
校
へ
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
18
件
。

教
育
相
談
室
の
現
状
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
新
設
の
現
状
、
効
果

は
。

令
和
３
年
度
相
談
件

数
は
３
５
０
６
件
、

年
々
増
加
傾
向
。
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
り

相
談
し
や
す
い
環
境
が
出

来
た
。

新人  吉
よ し

本
も と

 智
ち

明
あ き

 議員

問答問答問答

問答問答

獣
害
対
策
の
実
施

及
び
支
援
を

獣
害
被
害
の
軽
減

に
取
り
組
む

問答

問答職
員
の
充
足
は
今

後
ど
う
す
る
か

職
員
条
例
定
数
の

改
正
を
提
案
す
る

問答問答

問答問答問答

i ルームの様子

女性消防職員の救急活動

幸田町議会だより　No.189      2023. 7. 26発行 6



一
般

質
問

今後必要なリスク管理は

指針策定と改定に取り組む

職
員
の
分
限
や
懲
戒

を
審
査
す
る
懲
戒
審

査
委
員
会
、
健
康
で
快
適

な
職
場
作
り
を
目
指
す
安

全
衛
生
委
員
会
等
の
組
織

が
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研

修
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

た
め
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
等
を
実
施
。

内
部
統
制
は
危
機
管

理
中
心
に
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

町
長
▼
危
機
管
理
は

内
部
統
制
導
入
有
無

に
関
わ
ら
ず
対
応
す
べ
き
。

内
部
統
制
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
、
本

町
の
実
情
に
合
致
し
た
も

の
を
構
築
し
た
い
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
を
踏
ま
え
、
組

織
・
体
制
面
で
の
変
革
は

必
要
な
い
か
。

平
時
は
部
長
会
等
を

通
じ
重
要
施
策
の
協

議
及
び
連
絡
調
整
を
実
施

し
て
い
る
。
有
事
は
指
針

に
従
い
、
対
策
本
部
又
は

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
柔
軟

に
対
応
を
進
め
る
。

激
変
す
る
社
会
・
経

済
状
況
の
中
、
今
後

必
要
な
リ
ス
ク
管
理
は
。

部
課
長
会
議
等
を
中

心
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
推
進
等
、
将
来

予
測
を
し
っ
か
り
分
析
し

な
が
ら
、
危
機
管
理
指
針

の
策
定
・
改
定
等
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
と
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
。

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

地
元
の
鷲
田
区
・
新
田
区

に
関
連
す
る
課
題
を
問
う
。

令
和
５
年
度
の
歩
行

者
用
信
号
機
の
設
置

予
定
は
。

総
務
部
長
▼
幸
田
高

校
北
交
差
点
を
予
定
。

児
童
と
車
両
の
交
錯

回
避
の
た
め
、
信
号

機
の
歩
車
分
離
は
。

当
該
地
区
は
人
口
増

加
と
共
に
問
題
も
顕

在
化
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

警
察
署
に
実
情
を
粘
り
強

く
説
明
し
、
要
望
・
協
議

を
進
め
る
。

歩
道
の
安
全
管
理
面

や
退
避
場
所
に
関
す

る
要
望
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
▼
安
全
管

理
面
で
は
、
今
後
も

通
学
状
況
を
見
な
が
ら
必

要
な
対
応
を
行
う
。
退
避

場
所
は
、
用
地
確
保
を
進

め
つ
つ
、
側
溝
に
蓋
を
し

て
歩
道
を
広
げ
る
等
の
代

替
策
を
検
討
す
る
。

　
社
会
経
済
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
幸
田
町

の
危
機
管
理
へ
の
取
り
組

み
の
考
え
方
、
進
め
方
を

問
う
。町

民
目
線
で
の
危
機

管
理
と
し
て
、
防
災
、

国
民
保
護
、
防
犯
、
交
通

安
全
の
４
つ
以
外
は
。

総
務
部
長
▼
健
康
被

害
、
環
境
危
機
等
が

情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
。

激
変
す
る
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
情
報
提
供
に
努
め
る
。

職
員
目
線
で
の
危
機

管
理
は
。

職
員
へ
文
書
を
発
出

し
、
不
祥
事
防
止
、

交
通
安
全
、
危
機
管
理
等

を
徹
底
。
ま
た
、
日
常
業

務
で
管
理
職
か
ら
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
や
、
職
員
研
修
で
リ
ス

ク
管
理
の
意
識
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
。

新人  松
ま つ

本
も と

 忠
た だ

明
あ き

 議員

問答問答問

答問答問答

問答信
号
や
歩
道
の
安

全
要
望
の
対
応
は

歩
車
分
離
や
退
避

場
所
確
保
を
検
討

問

答問答

問答

通学児童と通勤車両が交錯する鷲田交差点
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前向きに導入に向けて検討する

インクルーシブ遊具の導入を

が
で
き
る
と
い
う
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
の
観
点
は
、
今

後
の
公
園
整
備
に
お
い
て
、

必
要
な
観
点
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
特
化

し
た
遊
具
を
設
置
し
て
い

る
公
園
は
な
い
が
、
相
見

の
西
屋
敷
公
園
（
ど
ん
ぐ

り
公
園
）
に
は
、
準
じ
た

幅
が
広
い
滑
り
台
や
車
イ

ス
で
遊
べ
る
高
さ
に
造
ら

れ
た
砂
場
を
設
置
し
た
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
を
中
央
公
園
に
導

入
で
き
る
か
。

来
年
度
の
中
央
公
園

の
整
備
の
中
で
、
駐

車
場
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も

含
め
て
、
前
向
き
に
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
導
入

に
向
け
て
検
討
す
る
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
持
つ
親
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が

あ
る
と
安
心
で
き
る
と
話

さ
れ
て
い
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た

障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
の
見
守
り
事
業
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
特

化
し
た
支
援
事
業
は

な
い
が
、
徘
徊
高
齢
者
等

探
索
支
援
事
業
の
対
象
で

あ
る
知
的
障
害
者
等
に
、

適
用
で
き
る
。

問
題
点
は
。

子
ど
も
が
常
に
携
帯

す
る
も
の
と
し
て
は
、

適
当
と
は
言
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

利
用
者
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
を
選
べ
る
制
度
な

ど
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

端
末
機
の
選
択
方
法
、

補
助
金
事
業
へ
の
変

換
な
ど
、
近
隣
市
町
で
の

動
向
に
注
視
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
も
参
考

に
、
利
用
し
や
す
い
事
業

を
研
究
し
た
い
。

 

文
部
科
学
省
は
増
加

し
て
い
る
不
登
校
の

総
合
対
策
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
そ

の
内
容
は
。

教
育
部
長
▼
不
登
校

に
よ
り
学
び
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

不
登
校
期
間
の
学
習

成
績
の
評
価
反
映
は

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。

教
育
相
談
室
へ
通
う

児
童
生
徒
と
学
校
外

の
適
切
な
学
習
環
境
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
施
設
へ

登
校
し
た
場
合
は
、
出
席

扱
い
。
今
後
も
評
価
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

相
談
窓
口
の
整
備
な

ど
保
護
者
へ
の
支
援

の
今
後
は
。

児
童
生
徒
の
状
況
に

応
じ
た
社
会
的
自
立

の
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
児
童
生
徒
及
び

家
庭
へ
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

と
は
、
体
に
障
が
い
の
あ

る
子
も
、
な
い
子
も
、
親

も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
遊
具
で
あ
る
。

本
町
の
認
識
と
設
置

状
況
は
。

建
設
部
長
▼
子
ど
も

は
、
遊
び
を
通
じ
て
、

身
体
や
精
神
、
情
緒
、
社

会
性
な
ど
様
々
な
能
力
を

成
長
さ
せ
る
。
誰
も
が
同

じ
場
所
で
、
楽
し
む
こ
と

新人  野
の

坂
さ か

 純
じ ゅ ん こ

子 議員

問答

問答Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
選

べ
る
制
度
は

利
用
し
や
す
い
事

業
を
研
究
し
た
い

問答

問答問答不
登
校
期
間
の
学

習
成
績
の
評
価
は

関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
検
討
す
る

問

答問答問答

インクルーシブ遊具で遊ぶ子ども
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子どもの権利条例の具体化を

子どもの居場所は最重要課題

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

子
ど
も
の
居
場
所
は

最
重
要
課
題
。
子
ど
も
が

自
分
の
意
見
表
明
す
る
環

境
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

消
防
水
利
の
基
準
は
。

消
防
長
▼
商
業
、
工

業
地
域
は
半
径
１
０

０
ｍ
、
住
宅
地
は
半
径
１

２
０
ｍ
以
下
の
設
置
。
消

防
水
槽
は
、
給
水
能
力
が

常
時
貯
水
量
40
㎥
以
上
。

消
防
水
利
の
充
足
率

は
。

80
％
。

防
火
水
槽
の
全
体
数

と
町
有
地
、
民
地
の

設
置
数
は
。

２
０
７
基
。
町
有
地

94
基
、
民
地
80
基
、

他
33
基
で
全
て
が
無
償
借

地
。

民
地
の
借
地
解
消
を
。

過
去
に
区
要
望
で
設

置
し
た
。
地
権
者
の

意
向
と
区
と
の
協
議
で
、

借
地
解
消
を
進
め
て
い
く
。

老
朽
化
し
た
防
火
水

槽
の
耐
震
化
整
備
を
。

非
耐
震
性
水
槽
66
基

は
引
き
続
き
点
検
。

新
規
設
置
は
耐
震
性
防
火

水
槽
を
整
備
し
て
い
く
。

河
川
愛
護
の
草
刈
り

が
高
齢
化
で
負
担
と

と
な
っ
て
い
る
。
現
状
は
。

建
設
部
長
▼
河
川
の

草
刈
り
は
、
河
川
愛

護
活
動
、
土
木
業
者
、
親

切
班
で
対
応
。
近
年
の
問

題
と
し
て
、
土
木
業
者
の

人
手
不
足
で
受
注
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。

市
街
化
と
調
整
区
域

の
川
役
の
不
公
平
感

の
解
消
を
。

１
人
当
た
り
の
草
刈

り
が
、
市
街
化
は
約

１
ｍ
、
調
整
区
域
は
約
40

ｍ
。
負
担
軽
減
の
た
め
、

管
理
道
路
の
舗
装
で
草
刈

り
面
積
を
少
な
く
す
る
。

河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
把
握
と
支
援
を
。

実
態
は
把
握
し
て
い

な
い
。
方
策
を
研
究
。

水
辺
に
親
し
む
取
り

組
み
の
た
め
、
尾
浜

川
に
親
水
ゾ
ー
ン
を
。

親
水
ゾ
ー
ン
設
置
の

手
法
等
を
検
討
す
る
。

幸
田
町
に
暮
ら
し
て

育
つ
子
ど
も
た
ち
の

最
善
の
利
益
の
保
障
は
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

子
ど
も
に
最
も
よ
い

こ
と
は
何
で
あ
る
か
を
第

一
に
考
え
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
を
学

ぶ
機
会
と
、
声
を
聞

く
場
は
あ
る
か
。

子
ど
も
と
大
人
の
合

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
。
高
校
生
・
中
学

生
が
子
ど
も
会
議
で
行
動

目
標
を
発
表
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
意
見
を
表

明
し
や
す
い
環
境
を
。

教
育
長
▼
児
童
会
、

生
徒
会
活
動
で
意
見

表
明
す
る
機
会
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
社
会

科
や
総
合
的
な
学
習
が
で

き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

遊
び
や
体
験
の
場
、

中
高
生
の
居
場
所
な

ど
、
子
ど
も
の
権
利
条
例

の
具
体
化
を
す
る
施
策
を
。

丸
ま る

山
や ま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

問答問答問答問

答問答 防
火
水
槽
の
耐
震

化
整
備
を

新
規
の
設
置
は
耐

震
化
水
槽
整
備

問答問

答問答問答河
川
愛
護
の
草
刈

り
負
担
の
解
消
を

舗
装
し
草
刈
り
面

積
を
少
な
く
す
る

問答

問答

問答問答

ボランティアによる草刈り作業
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田
た

境
きょう

 毅
つよし

 議員

一
般

質
問

なるべく早く整備していく

通学路安全対策の受け止めは

歩
道
に
関
わ
る
課
題

を
整
理
し
、
次
年
度

計
画
へ
つ
な
げ
る
考
え
は
。

課
題
整
理
し
令
和
６

年
度
整
備
を
検
討
し
、

取
り
残
さ
れ
る
所
が
無
い

よ
う
把
握
に
努
め
る
。

自
歩
道
化
の
考
え
は
。

利
用
す
る
町
民
の
ニ

ー
ズ
を
反
映
し
た
対
策
に
。

令
和
４
年
度
通
知
に

よ
り
自
転
車
は
車
道

を
通
行
。
自
転
車
通
学
が

最
も
安
全
な
ル
ー
ト
選
定

や
整
備
を
行
う
。

運
転
者
が
交
通
弱
者

を
見
つ
け
や
す
く
な

る
環
境
整
備
、
光
害
対
策

型
道
路
灯
導
入
を
。

横
断
者
を
認
識
し
に

く
い
場
所
に
は
照
明

を
設
置
し
、
町
管
理
道
路

照
明
は
４
４
６
基
。
農
作

物
や
近
隣
住
宅
へ
の
影
響

な
ど
が
課
題
。
光
害
対
策

型
街
路
灯
導
入
を
検
討
し

県
に
も
要
望
し
て
い
く
。

既
設
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
視
認
性
向
上
の
取

り
組
み
は
。

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
頼
っ
て
い
る
。
新

設
は
曇
り
止
め
機
能
の
あ

る
も
の
を
導
入
し
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
軽
減
し
て
い
く
。

歩
行
者
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
信

号
灯
の
設
置
促
進
を
。

総
務
部
長
▼
地
域
要

望
が
後
押
し
。

　
優
先
度
を
見
極
め
、
道

路
管
理
者
等
と
連
携
し
、

計
画
的
に
岡
崎
警
察
署
へ

協
議
し
働
き
か
け
た
い
。

生
活
道
路
に
お
け
る

通
り
抜
け
対
策
は
、

最
も
増
加
す
る
交
通
量
を

基
準
値
に
立
案
が
必
要
。

幹
線
道
路
と
生
活
道

路
を
明
確
に
区
分
し
、

対
策
す
る
こ
と
が
必
要
。

道
路
管
理
者
等
と
連
携
し
、

国
県
等
へ
の
要
望
を
含
め
、

包
括
的
な
交
通
安
全
対
策

に
取
り
組
み
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策

状
況
に
対
す
る
町
長

の
受
け
止
め
は
。

町
長
▼
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
設
置
を
な
る
べ
く

早
く
整
備
し
て
い
く
。

　
県
・
岡
崎
警
察
署
等
へ

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

　
犯
罪
捜
査
の
高
度
化
・

効
率
化
に
取
り
組
む
県
と
、

連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

機
器
導
入
に
よ
る
防

犯
対
策
促
進
を
。
広

域
的
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
。

総
務
部
長
▼
県
の
取

り
組
み
を
注
視
し
、

岡
崎
警
察
署
、
岡
崎
市
と

も
連
携
を
模
索
し
た
い
。

今
後
ご
み
出
し
マ
ナ

ー
向
上
カ
メ
ラ
の
在

り
方
の
検
討
が
必
要
で
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
既

存
の
も
の
と
の
連
携

考
慮
し
、
廃
棄
物
対
策
全

体
の
費
用
対
効
果
を
相
対

的
に
考
慮
、
判
断
し
た
い
。

位
置
情
報
を
把
握
す

る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
活
用

の
考
え
は
。

総
務
部
長
▼
Ｄ
Ｘ
推

進
で
研
究
し
た
い
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
が

着
実
に
進
む
た
め
の
課
題

を
問
う
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置

計
画
は
。

建
設
部
長
▼
県
は
、

「
小
学
生
40
人
、
通

学
路
歩
道
幅
２
メ
ー
ト
ル

未
満
で
植
樹
帯
の
無
い
歩

道
を
、
概
ね
５
年
以
内
に

対
策
」。
町
は
さ
ら
に
、

中
学
生
の
通
学
路
も
防
護

柵
設
置
を
進
め
る
。
今
後

も
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
引

き
続
き
、
協
力
機
関
と
安

全
対
策
を
進
め
る
。

問答

問答問答

問答問答問答

問答問答機
器
導
入
に
よ
る

防
犯
対
策
促
進
を

連
携
し
た
取
り
組

み
を
模
索

問答問答問答

歩道修繕に合わせガードパイプを設置
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一
般

質
問

町民大運動会の再開予定は

町村合併70周年記念の令和6年
稲
い な

吉
よ し

 照
て る

夫
お

 議員

町
民
大
運
動
会
を
２

年
間
、
年
度
当
初
か

ら
中
止
し
た
理
由
は
。

滞
在
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

対
策
が
心
配
で
あ
っ
た
。

町
民
大
運
動
会
の
再

開
の
予
定
は
い
つ
。

町
村
合
併
70
周
年
記

念
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
で
令
和
６
年
に
実
施
。

町
営
の
各
運
動
場
の

利
用
日
数
は
。

坂
崎
３
１
４
日
、
と

ぼ
ね
２
０
６
日
、
大

日
蔭
１
２
９
日
、
深
溝
76

日
。

利
用
規
則
を
作
り
、

利
用
マ
ナ
ー
向
上
を

図
っ
て
ほ
し
い
が
。

利
用
上
の
注
意
事
項

の
見
直
し
を
図
り
、

周
知
方
法
も
考
え
た
い
。

と
ぼ
ね
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
全
体
的
に
石
が

表
面
に
出
て
き
て
い
る
が
、

改
修
の
計
画
は
。

利
用
者
か
ら
の
報
告

で
知
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
の
安
全
は
最
優

先
。
改
修
を
考
え
た
い
。

深
溝
運
動
場
Ａ
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
大
き
な
水

た
ま
り
が
で
き
る
。
改
修

予
定
は
。

今
年
度
、
予
算
計
上
。

利
用
状
況
を
考
え
対

応
す
る
。

　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
12
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、

投
票
率
は
56
・
４
％
と
大

方
の
予
想
を
下
回
っ
た
。

　
今
後
の
選
挙
の
在
り
方

を
問
う
。

県
議
選
、
町
議
選
の

投
票
率
が
低
い
と
思

う
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長
▼
政
治
へ

の
関
心
や
、
当
事
者

意
識
の
低
下
が
考
え
ら
れ

る
。

中
学
・
高
校
で
の
選

挙
出
前
講
座
の
成
果

が
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
。

よ
り
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
、
取
り
組
む
。

子
ど
も
会
議
の
在
り

方
を
ど
う
考
え
る
か
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

発
表
の
場
に
議
場
を

使
用
す
る
意
義
、
意
見
の

反
映
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

町
議
選
に
も
、
選
挙

公
報
の
作
成
を
。

総
務
部
長
▼
県
下
で

も
選
挙
公
報
発
行
の

条
例
整
理
を
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
必
要
性
は

十
分
感
じ
て
い
る
。
今
後

検
討
。各

家
庭
へ
の
選
挙
公

報
配
布
を
速
や
か
に

出
来
な
い
か
。

同
規
模
の
自
治
体
な

ど
を
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

町
長
は
今
回
の
選
挙

を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

町
長
▼
時
代
に
合
っ

た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
新
し
い
意

見
、
新
し
い
議
会
と
し
て
、

町
政
運
営
に
お
力
添
え
を

お
願
い
し
た
い
。

　
４
月
か
ら
生
涯
学
習
課

か
ら
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

に
課
名
が
変
更
さ
れ
た
。

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

と
事
業
に
、
よ
り
一
層
の

充
実
を
期
待
す
る
。

課
名
の
変
更
に
よ
る

活
動
の
特
徴
な
ど
は
。

教
育
部
長
▼
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
を
表
記
す

る
こ
と
で
内
容
を
明
確
に

し
、
事
業
の
充
実
を
図
る
。

問答

問答問答

問答問答問答問答

町
議
選
に
も
選
挙

公
報
の
作
成
を

必
要
性
は
十
分
感

じ
て
い
る

問答問答問

答問答問答問答

ソフトボールレディース大会でハッスル
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新人  藤
ふ じ

本
も と

 和
か ず

美
み

 議員

一
般

質
問

関係機関と連携し取り組み支援

有機農業を増やす予定や計画は

具
体
的
な
希
望
内
容

の
聞
き
取
り
を
行
い
、

農
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

案
内
す
る
。
計
画
策
定
段

階
か
ら
寄
り
添
い
、
就
農

地
の
相
談
も
情
報
提
供
を

行
い
、
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
支
援
と
は
。

認
定
を
受
け
る
と
設

備
投
資
の
税
優
遇
や
、

有
機
農
業
へ
の
変
換
に
必

要
な
経
費
の
補
助
が
受
け

ら
れ
る
。

有
機
農
産
物
を
学
校

給
食
で
使
用
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

教
育
部
長
▼
給
食
に

対
応
で
き
る
量
の
有

機
農
産
物
が
地
元
で
作
ら

れ
て
い
る
事
や
、
価
格
の

確
認
を
し
た
う
え
で
検
討
。

　

化
学
肥
料
の
高
騰
な

ど
の
影
響
で
環
境
保

全
型
農
業
へ
の
転
換
は
急

務
。
持
続
可
能
な
農
業
に

つ
い
て
方
針
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
農

業
者
の
生
産
基
盤
が

整
っ
た
う
え
で
、
有
機
農

業
へ
の
取
り
組
み
や
他
と

の
差
別
化
を
目
指
す
な
ど
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
業
者

に
は
求
め
ら
れ
た
支
援
を

実
施
し
、
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
も
展
開
し

た
い
。公

共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
申
請
件
数
は

合
計
１
万
２
６
２
１
件
、

利
用
者
数
は
24
万
８
９
１

４
名
だ
が
、
予
約
方
法
を

伺
う
。教

育
部
長
▼
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
利
用
者
登
録
後
、
中

央
公
民
館
窓
口
に
て
Ｉ
Ｄ

を
取
得
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を

設
定
し
予
約
可
能
と
な
る
。

利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に

窓
口
で
使
用
料
を
払
い
、

許
可
書
が
発
行
さ
れ
る
。

中
央
公
民
館
で
の
支

払
い
と
許
可
書
の
受

け
取
り
が
可
能
な
日
時
は
。

午
前
８
時
40
分
か
ら

午
後
６
時
ま
で
。
月

曜
日
は
休
館
。

予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
町
民
か
ら
の
要

望
は
あ
る
か
。

利
用
日
当
日
の
予
約

や
、
使
用
料
の
オ
ン

ラ
イ
ン
決
済
な
ど
が
要
望

と
し
て
あ
る
。

予
約
シ
ス
テ
ム
の
利

便
性
向
上
に
つ
い
て

本
町
の
考
え
は
。

予
約
シ
ス
テ
ム
導
入

か
ら
１
年
半
が
経
過
。

改
善
に
努
め
て
い
く
。

　
食
料
自
給
率
は
38
％
と

輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、

外
国
か
ら
の
肥
料
、
飼
料
、

資
材
、
種
に
頼
ら
ず
持
続

可
能
な
有
機
農
業
を
選
択

肢
の
ひ
と
つ
と
す
る
動
き

が
、
世
界
の
み
な
ら
ず
国

内
で
も
高
ま
っ
て
い
る
。

有
機
農
業
の
本
町
の

取
り
組
み
状
況
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
特

別
栽
培
米
が
４
名
。

全
体
に
占
め
る
割
合
は
面

積
で
20
・
６
％
、
出
荷
量

で
約
９
・
７
％
と
い
う
状

況
。

　

有
機
農
業
や
有
機
農

産
物
を
増
や
す
予
定

や
計
画
は
。

具
体
的
な
予
定
や
計

画
は
な
い
が
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」

の
も
と
、
農
業
者
や
就
農

希
望
者
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
く
。

新
規
就
農
希
望
者
へ

の
支
援
の
内
容
と
は
。

問答問答問

答問答問答問

答予
約
シ
ス
テ
ム
の

利
便
性
は

１
年
半
が
経
過
し

改
善
に
努
め
る

問答

問答問

答問答

テニスコートでスポーツを楽しむ（豊坂）
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　土地区画整理事業の
　　　　　　　　施工状況

福祉産業建設委員会
協 議 会
5月18日

　
３
か
所
の
事
業
概
要
と

進
捗
率
お
よ
び
（
仮
称
）

幸
田
荻
谷
土
地
区
画
整
理

事
業
の
説
明
を
受
け
た
。

人
口
５
万
人
に
向
け

た
展
望
は
。

県
の
道
路
事
業
に
よ

り
沿
線
の
街
並
み
が

で
き
つ
つ
あ
り
、
芦
谷
高

力
線
整
備
を
県
事
業
と
し

て
立
上
げ
る
要
望
を
し
て

い
る
。
道
路
安
全
性
を
高

め
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

た
い
。

三
河
町
村
観
光
交
流
宿
泊

施
設
の
利
用
助
成
事
業

　
三
河
町
村
間
の
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
、
ま
ち
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
設

楽
町
、
東
栄
町
及
び
豊
根

村
に
所
在
す
る
対
象
施
設

宿
泊
費
用
の
一
部
を
助
成
。

施
設
数
の
見
込
み
は
。

設
楽
町
12
軒
、
東
栄

町
９
軒
、
豊
根
村
13

軒
の
中
で
、
幸
田
町
の
認

め
る
プ
ラ
ン
を
提
供
で
き

る
と
こ
ろ
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況

　
令
和
４
年
３
月
か
ら
、

統
廃
合
対
象
の
一
つ
と
し

て
お
り
、
利
用
状
況
や
手

狭
な
ど
の
課
題
等
を
考
慮

し
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
を
幸
田
町
シ
ニ
ア
・

シ
ル
バ
ー
世
代
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
へ
用

途
変
更
・
改
装
・
移
転
し
、

機
能
の
強
化
を
図
る
。

大
草
広
野
地
区
福
祉

施
策
構
想
の
中
で
代

替
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
ま

で
の
対
応
は
。

令
和
７
年
４
月
を
目

標
と
し
、
１
年
間
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
代

替
施
設
に
検
討
し
て
い
る
。

幸
田
町
空
家
等
対
策
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

５
年
間
延
伸

空
家
の
状
況
は
。

総
務
省
住
宅
土
地
統

計
調
査
で
は
、
平
成

30
年
10
月
１
日
時
点
の
１

万
５
０
０
０
戸
の
う
ち
１

０
２
０
戸
程
度
。

除
却
補
助
制
度
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

１
年
以
上
住
ん
で
い

な
い
住
宅
で
も
対
応

で
き
る
。
耐
震
減
災
補
助

メ
ニ
ュ
ー
の
除
却
と
同
額

の
30
万
円
。

省
エ
ネ
家
電
の
購
入
費
を

補
助

　
エ
ア
コ
ン
又
は
冷
蔵
庫

の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
１

世
帯
１
台
限
り
購
入
及
び

設
置
に
要
し
た
費
用
（
税

込
）
の
１
／
２
（
上
限
額

５
万
円
）
を
補
助
す
る
。

（
そ
の
他
４
項
目
を
協
議
）

閉会中の委員会レポート

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て

い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に

よ
っ
て
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
等
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
な
ど
５
店
舗
で
合
計

３
３
１
４
件
の
利
用
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
の
障
害
発
生
状

況
は
。本

町
が
利
用
し
て
い

る
富
士
フ
ィ
ル
ム
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社
で
の
障

害
の
情
報
は
な
い
。
令
和

５
年
１
月
10
日
に
性
能
評

価
お
よ
び
再
点
検
を
実
施

し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

の
用
途
変
更
及
び
幸
田
町

シ
ニ
ア
・
シ
ル
バ
ー
世
代

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
移

転
構
想

　
大
草
広
野
地
区
福
祉
施

策
構
想
に
併
せ
た
施
設
の

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

土地区画整理事業によりまちづくりが進むエリア

土地区画整理事業施行状況について
建設部区画整理課

幸田六栗土地区画整理事業

幸田深溝里土地区画整理事業

施施 行行 位位 置置 図図

幸田駅前土地区画整理事業

（仮称）幸田荻谷土地区画整理事業

役場

事務所転用予定施設

幸田駅前土地区画整理事業

幸田六栗土地区画整理事業

（仮称）幸田荻谷土地区画整理事業

幸田深溝里土地区画整理事業

役場
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　パートナーシップ制度の
　　　　　　　　　導入決定

総務教育委員会

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

自
由
な
意
思
を
尊
重
し
、

お
互
い
の
違
い
を
認
め
合

い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
多
様
性
に
富
ん

だ
社
会
の
実
現
を
目
的
と

す
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

二
人
の
関
係
性
を
宣

誓
証
と
い
う
形
に
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
法
的

根
拠
は
な
い
が
家
族
の
形

と
し
て
町
営
住
宅
の
入
居

が
出
来
る
。
民
間
企
業
に

も
利
用
で
き
る
制
度
が
出

来
る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
市
町
村
に

よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

様
々
で
あ
る
。

近
隣
病
院
等
で
家
族

と
し
て
同
意
書
は
書

け
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

病
院
等
に
し
っ
か
り

と
周
知
し
て
い
く
。　

住
民
票
の
扱
い
は
。

法
的
根
拠
は
な
い
の

で
戸
籍
上
変
わ
ら
な

い
。

住
民
か
ら
行
政
に
要

望
は
出
て
い
る
の
か
。

通
行
方
法
は
。

安
全
に
歩
道
を
自
転

車
で
走
る
時
の
ル
ー

ル
の
周
知
を
し
て
い
く
。

令
和
４
年
美
合
幸
田

線
大
草
地
内
で
死
亡

事
故
が
起
き
た
が
警
察
・

道
路
管
理
者
・
防
災
安
全

課
が
行
っ
た
対
策
は
。

３
者
で
協
議
を
し
て

新
た
に
運
転
者
に
対

す
る
啓
発
看
板
を
設
置
。

閉会中の委員会レポート

協 議 会
5月24日

幸
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略

総
合
戦
略
推
進
委
員

会
と
は
、
ど
の
よ
う

な
会
議
体
か
。

年
度
ご
と
の
重
要
業

績
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

の
中
間
評
価
及
び
実
績
評

価
を
し
て
い
る
。

目
標
値
に
対
す
る
実

績
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
強

く
受
け
た
令
和
２
年
度
に

比
べ
、
概
ね
数
値
は
回
復

し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
３
駅
の
１
日
平

均
乗
車
客
数
の
実
績

は
。

令
和
３
年
度
は
、
幸

田
３
４
４
５
人
、
三

ヶ
根
８
２
１
人
、
相
見
１

３
１
３
人
。

（
そ
の
他
10
項
目
を
協
議
）

　

特
に
な
い
が
、
幸
田

町
と
し
て
多
様
性
を

認
め
て
い
く
中
で
制
度
化

し
て
い
く
。

歩
く
人
・
自
転
車
に
乗
る

人
の
交
通
安
全
対
策

　
幸
田
駅
前
の
区
画
整
備

に
よ
り
自
転
車
も
通
行
で

き
る
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
。

幸
田
駅
前
の
歩
道
内

に
お
け
る
自
転
車
の

※

【
※
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
】

　
同
性
同
士
が
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
継

続
的
な
共
同
生
活
を
行

っ
て
い
る
、
又
は
行
う

事
を
約
束
し
た
関
係
に

あ
る
事
を
当
人
が
宣
言

し
、
自
治
体
が
独
自
に

認
め
る
制
度
。

答 問答 問答 問

答

問

問答

問

幸田駅前の自転車も通行できる歩道

答

問答問答問答
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議会広報特別委員会

委 員 長　田境　 毅

委　　員　都築 幸夫　岩本 知帆　長谷川 進
　　　　　野坂 純子　吉本 智明　藤本 和美

幸田町議会だより　No.189   2023.7.26発行

議会 を傍聴してみませんか
［場所］役場5階　　［時間］午前9時から

詳しくは議会事務局へ　TEL63−5151（直通）

【9月定例会の予定】
9月 1日（金）開会、議案の説明

5日（火）一般質問
6日（水）一般質問

11日（月）議案の質疑
12日（火）議案の質疑
14日（木）決算特別委員会
15日（金）決算特別委員会
20日（水）福祉産業建設委員会
21日（木）総務教育委員会
25日（月）議会運営委員会
27日（水）討論、採決、閉会

発行・編集 ● 幸田町議会  議会広報特別委員会
発行責任者 ● 議長　藤江　徹
〒444-0192　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林1番地1
TEL（0564）63-5151　　FAX（0564）63-6970　
Eメール　gikai@town.kota.lg.jp
幸田町ホームページ　http://www.town.kota.lg.jp/

副委員長　廣野 房男
日程は変更される可
能性があります。一
般質問、議案の質疑
については、幸田町
議会ホームページで
公開していきますの
で、ぜひご覧くださ
い。

　政務活動費とは、議員が通常の議会活動とは別に、それぞれの会
派または議員個人が議員としての知識向上や見聞を広めたり、資質
向上を図るために交付される調査研究費です。
　令和４年度の交付額は１人年額12万円。先進地への調査や研修
会への参加、議員活動に必要な事務機器の購入等に使っています。
収支報告書には証拠書類などの写しを添えて報告しています。
　交付額を超える事業費は、会派もしくは個人負担です。

令和４年度の主な使途は、次のとおりです。
会派 所属議員名 事業費 交付額 主な使途 活動内容等

幸風会

杉浦あきら
笹野　康男
藤江　　徹
廣野　房男
黒木　　一
鈴木　久夫
都築　幸夫
石原　　昇

972,183円 960,000円 【調査旅費】
　長崎県島原市

◦長崎県島原市「防災の取り組みにつ
いて」

正風会 稲吉　照夫
伊澤　伸一 171,789円 240,000円

（内68,211円返還）

【調査旅費】
　滋賀県彦根市、京都府京

丹波町、奈良県橿原市
【資料費】
　書籍購読料、プリンター

インク

◦彦根市「子ども若者プラン」
◦京丹波町「道の駅　味夢の里」
◦橿原市「曽我川緑地公園」
◦購読料「地方議会人」

− 丸山千代子 136,662円 120,000円

【調査旅費】
　正風会と同じ

【研究研修費】
　自治体学校in松本

【資料費】
　書籍購読料、書籍購入費

◦自治体学校in松本「大規模災害に備
える自治体の課題」他

◦年間購読料「住民と自治」
◦書籍「再生可能エネルギーと環境問

題」「自治体ＤＸでどうなる地方自
治の近未来」

− 水野千代子 33,257円 120,000円
（内86,743円返還）

【資料費】
　書籍購入費、プリンター

用紙、プリンターインク

◦書籍「共生のユニバーサルデザイン」
「ペットの命を守る本」「犬と一緒
に生きる防災BOOK」「条例・規則
作成の手引」「社会の変え方」他

− 田境　　毅 172,380円 120,000円

【調査旅費】
　正風会と同じ

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　書籍購読料、プリンター

インク等

◦町村議会議員研修「防災と議員の役
割」

◦町村議会議員特別セミナー（オンラ
イン）

◦年間購読料「日経ビジネス」「中日
新聞」

− 足立　初雄 83,595円 120,000円
（内36,405円返還）

【調査旅費】
　正風会と同じ

【資料費】
　プリンターインク

◦彦根市「子ども若者プラン」
◦京丹波町「道の駅　味夢の里」
◦橿原市「曽我川緑地公園」

政務活動費
のゆくえ
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あい・らぶ・マイタウン

北部中学校2年

　近
こん

藤
どう

 光
こう

起
き

さん

坂崎小学校6年

　西
にし

尾
お

 桃
も

寧
な

さん

　僕は、幸田町で生まれて幸田町で育ちました。
幸田町は自然豊かな町です。毎朝登校するとき
に見える景色は緑が多く、心が休まり、朝から
僕たちに元気をくれます。そんな幸田町が僕は
大好きです。
　北部中学校は、今年度創立35周年を迎えます。
そして、誇れる北中生となるため、「あいさつ・
清掃・歌声」を三本柱として、先輩方から引き
継いできました。昨年度までは、制限の多い中
でしたが、三本柱を高めてきました。今年度は、
再び新型コロナウイルス流行前の日常を取り戻
しつつあります。大
変な時期に支えてく
れた幸田町に、今度
は僕たちが三本柱を
通して、明るさと元
気を広げていきたい
です。

　わたしの生活の中には、自然を感じさせるも
のがたくさんあります。家の近くの池にいるカ
モの親子や登校中によく見るシラサギ。夏の夜
に窓を開けると聞こえてくるカエルの合唱。家
族と近くの川でエビや魚を捕まえたり、里山に
登ってきれいな景色を見たりするなど、今まで
自然にふれあう体験をたくさんしてきました。
こんなに多くの自然が感じられる幸田町が、わ
たしは大好きです。
　だから、このすばらしい自然を守っていくた
めに、自分にできることは何かをよく考えます。
まずは、ごみ拾いや
節電に心がけて地球
温暖化を防ぐことが、
町のためにもなると
思います。
　わたしたちの幸田
町がますます自然の
多い、魅力的な町に
なるよう、自分にで
きることをがんばっ
ていきたいです。

挿絵：牧
まき

野
の

次
つぎ

男
お

さん（芦谷）

今度は僕たちが
幸田町に

すばらしい
自然豊かな幸田町

I Love KOTA.

　ぼくは、幸田町で育ってきてよかったと思っ
ています。それは、都会では見られない風景が
たくさんあるからです。家の近くの山へ家族や
友達と登りに行ったこともあり、とても楽しい
思い出になっています。ぼくの通う豊坂小学校
には、ビオトープに、池、川、田んぼなどがあ

豊坂小学校6年

　安
あ

部
べ

 圭
けい

矢
や

さん

ぼくの町、幸田町 り、たくさんの自然に囲まれています。休み時
間になると、友達と虫をとったり、ザリガニを
つかんだりして遊ぶことがあります。夜になる
と、気持ちのよい空気、きらきらかがやく星。
ぼくの大好
きなこの自
然を、いつ
までも大切
にしていき
たいと思い
ます。


